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【三】　

　次の文章は、『EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(ひよう),兵)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(ぶ),部)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(きよう),卿)物語』の一節である。兵部卿の宮の恋人は宮の前から姿を消し、「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(あ),按)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(ぜ),察)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(ち),使)の君」という名で右大臣の姫君のもとに女房として出仕した。宮はそれとは知らず、周囲の勧めに従って右大臣の姫君と結婚した。以下の文章はそれに続く場面である。これを読んで、後の問い(問１～６)に答えよ。

(配点　50)

　かくて過ぎゆくほど、(注１)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(おほん),御)心のこれに移るとはなけれど、おのづから慰むかたもあるａにや、昼なども折々は渡らせEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(たま),給)うて、碁打ち、(注２)偏継ぎなど、さまざまの御遊びどもあれば、按察使の君は宮の御姿をつくづくと見るに、かの夜な夜なの月影に、さだかにはあらねど見し人にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(たが),違)ふところなければ、「世にはかかるまで通ひたる人に似たる人もあるにや」と思ふに、見慣るるままには、物のたまふ声、けはひ、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(やう),様)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(だい),体)、みなその人なれば、あまり心ひとつに思ふも心もとなくて、(注３)侍従にしかじかと語り給へば、「さればよ、我もいと不思議なることどもEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(はべ),侍)り。かのたびたびの御供にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(さぶら),候)ひしEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(くらうど),蔵人)とかや言ひし人、ここに候ひて、ことさら『宮の御(注４)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(めのと),乳母)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(ご),子)なり』とて、人も(ア)おろかならず思ふさまなり。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(きのふ),昨日)もEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(うち),内裏)へ参らせ給ふとて、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(い),出)でさせ給ふを見侍れば、たびたびの御文もてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(い),往)にたるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(み),御)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(ずい),随)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(じん),身)も、『御EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(さき),前駆)追ふ』とてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(いそが),忙)はしげなるさまにて候ひしは、かの中将は仮の御名にて、宮にてぞおはしましけんや」と。

　いとど恥づかしく悲しくて、「さもあらば見つけられ奉りたらん時、いかがはせん。跡はかなく聞かれんとこそ思ひしを、かかるさまにて見え奉らん、いと恥づかしきことにも」と、今さら苦しければ、宮おはします時はかしこう(注５)すべりつつ見え奉らじとすまふを、「人もいかなることにかと見とがめんか」と、これも苦しう、「Ａとてもかくても思ひは絶えぬ身なりけり」と思ふには、例の、涙ぞまづこぼれぬる。

　ある昼つかた、いとしめやかｂにて、「宮も今朝より内裏におはしましぬ」とて、人々、御EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(まへ),前)にてうちとけつつ、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(たはぶ),戯)れ遊び給ふ。姫君は寄りEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(ふ),臥)し、御手習ひ、絵など書きすさみ給うて、按察使の君にもその同じ紙に書かせ給ふ。さまざまの絵など書きすさみたる中に、(注６)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(ませ),籬)に菊など書き給うて、「これはいとわろしかし」とて、持たせ給へる筆にて墨をいと濃う塗らせ給へば、按察使の君、にほひやかにうち笑ひて、その傍らに、

Ｂ初霜も置きあへぬものを白菊の早くもうつる色を見すらん
と、いと小さく書き付け侍るを、姫君もほほEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(ゑ),笑)み給ひつつ御覧ず。

　をりふし、宮は音もなく入らせ給ふに、御(注７)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(すずり),硯)なども取り隠すべきひまさへなく、みなすべりぬるに、姫君もまぎらはしに扇をまさぐりつつ寄りゐ給ふ。按察使の君は、人よりEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(け),異)にいたう苦しくて、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(み),御)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(き),几)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(ちやう),帳)の後ろよりすべり出でぬるを、いかがおぼしけむ、しばし見やらせ給ひて、かの跡はかなく見なし給ふ人のこと、ふとEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(おぼ),思)し出でつつ恋しければ、過ぎＣにしことども繰り返しEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(おも),思)ほし出でつつ寄り臥させ給ふに、御硯のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(あ),開)きたる、引き寄せさせ給へば、ありし御手習ひの、硯の下より出でたるを取りて見給ふに、姫君はいと恥づかしくて顔うち赤めつつ、傍らそむき給ふさま、(イ)いとよしよししくにほひやかなり。

　宮つくづくと御覧ずるに、白菊の歌書きたる筆は、ただいま思ほし出でし人の、「草の(注８)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(いほり),庵)」と書き捨てたるにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(まが),紛)ふべうもあらぬが、いと心もとなくて、「さまざまなる筆どもかな。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(たれたれ),誰々)ならん」など、ことなしびに問はせ給へど、(ウ)うちそばみおはするを、小さきEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(わらは),童女)の御前ｄに候ひしを、「この絵は誰が書きたるぞ。ありのままに言ひなば、いとおもしろく我も書きて見せなん」とすかし給へば、「この菊は御前なん書かせ給ふ。『いとEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(あ),悪)し』とて書き消させ給へば、わびて、按察使の君、この歌を書き添へ給うつ」と語り聞こゆれば、姫君は「いと差し過ぎたり」と、Ｃ恥ぢらひおはす。

(注)　

１　御心のこれに移る――兵部卿の宮のお気持ちが右大臣の姫君に傾く。

２　偏継ぎ――漢字の偏やEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(つくり),旁)を使った遊び。

３　侍従――按察使の君の乳母の娘。

４　乳母子――乳母の子ども。

５　すべりつつ――そっとその場を退いて。

６　籬――垣根。

７　御硯――硯や筆、紙などを入れる箱。

８　「草の庵」と書き捨てたる――按察使の君が姿を消す前に兵部卿の宮に書き残した和歌の筆跡。

問１　傍線部(ア)～(ウ)の解釈として最も適当なものを、次の各群の①～⑤のうちから、それぞれ一つずつ選べ。解答番号は ２０ ～ ２２ 。

(ア)　おろかならず思ふさまなり　 ２０ 
①　賢明な人だと思っている様子だ
②　言うまでもないと思っている様子だ

③　いいかげんに思っている様子だ
④　並一通りでなく思っている様子だ

⑤　理由もなく思っている様子だ

(イ)　いとよしよししくにほひやかなり　 ２１ 
①　実に風情があり、良い香りが漂っている

②　実に才気にあふれ、魅力的な雰囲気である

③　実に上品で、輝くような美しさである

④　実にものものしく、威厳に満ちた様子である

⑤　実に奥ゆかしく、高貴な育ちを感じさせる

(ウ)　うちそばみおはする　 ２２ 
①　ただ寝たふりをしていらっしゃる

②　ちょっと横を向いていらっしゃる

③　近くの人と雑談していらっしゃる

④　内心不愉快な思いでいらっしゃる

⑤　何かに気を取られていらっしゃる

問２　波線部ａ～ｄの「に」の文法的説明の組合せとして正しいものを、次の①～⑤のうちから一つ選べ。解答番号は ２３ 。

①
ａ　接続助詞
ｂ　格助詞


ｃ　完了の助動詞
ｄ　断定の助動詞

②
ａ　接続助詞
ｂ　格助詞


ｃ　断定の助動詞
ｄ　断定の助動詞

③
ａ　格助詞
ｂ　形容動詞の活用語尾


ｃ　完了の助動詞
ｄ　断定の助動詞

④
ａ　断定の助動詞
ｂ　形容動詞の活用語尾


ｃ　断定の助動詞
ｄ　格助詞

⑤
ａ　断定の助動詞
ｂ　形容動詞の活用語尾


ｃ　完了の助動詞
ｄ　格助詞

問３　傍線部Ａ「とてもかくても思ひは絶えぬ身なりけり」とあるが、按察使の君がそのように嘆く直接の原因の説明として最も適当なものを、次の①～⑤のうちから一つ選べ。解答番号は ２４ 。

①　宮に自分の存在を知られないよう気を遣いながら、女房たちに不審がられないよう取り繕わなければならないこと。

②　宮への思いを捨てられないにもかかわらず、右大臣の姫君の信頼を裏切らないようにしなければならないこと。

③　宮に自分の苦悩を知ってほしいと願いながら、二人の関係をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(だれ),誰)にも気づかれないようにしなければならないこと。

④　宮が身分を偽っていた理由をつきとめたいと思う一方で、宮には自分の存在を隠し通さなければならないこと。

⑤　宮の姿を見ないよう努めながら、宮と自分の関係を知る侍従に不自然に思われないようにしなければならないこと。

問４　傍線部Ｂ「初霜も置きあへぬものを白菊の早くもうつる色を見すらん」という和歌の説明として最も適当なものを、次の①～⑤のうちから一つ選べ。解答番号は ２５ 。

①　兵部卿の宮に夢中になっている新婚の姫君に対して、「初霜もまだ降りないのに、どうして白菊は早くも別の色に染まっているのだろうか」と、冷やかして詠んだ。

②　宮仕えで気苦労が絶えないことを姫君に打ち明けたくて、「初霜もまだ降りないけれども、白菊は早くもよそに移りたがっているようだ」と、暗示するように詠んだ。

③　描いた白菊を姫君がすぐに塗りつぶしてしまったことに対して、「初霜もまだ降りないのに、どうして白菊は早くも色変わりしているのだろうか」と、当意即妙に詠んだ。

④　白菊を黒い色に塗り替えた姫君の工夫を理解して、「初霜もまだ降りないけれども、庭の白菊は早くも枯れそうな色に染まってしまったようだ」と、臨機応変に詠んだ。

⑤　色を塗り替えられた白菊から容色の衰えはじめた女性の姿を連想して、「初霜もまだ降りないのに、どうして白菊は早くも色あせたのだろうか」と、冗談半分に詠んだ。

問５　傍線部Ｃ「恥ぢらひおはす」とあるが、この時の姫君の心情の説明として最も適当なものを、次の①～⑤のうちから一つ選べ。解答番号は ２６ 。

①　宮に会うのを嫌がっている按察使の君の様子が気の毒なので、長々と引き止めてしまった自分を恥じている。

②　按察使の君の見事な筆跡に宮が目を奪われているのを見て、自分が描いた絵のつたなさを恥ずかしく思っている。

③　白菊の絵をめぐるやりとりを童女が進んで宮に話してしまったので、自らの教育が行き届かなかったと恥じている。

④　配慮を欠いた童女のおしゃべりのせいで、自分たちのたわいない遊びの子細を宮に知られて恥ずかしく思っている。

⑤　白菊の絵を置き忘れた按察使の君の行動が不注意にすぎるので、自分の女房として恥ずかしいと思っている。

問６　本文の内容に合致するものを、次の①～⑥のうちから二つ選べ。ただし、解答の順序は問わない。解答番号は ２７ ・ ２８ 。

①　按察使の君は、右大臣の姫君の夫である兵部卿の宮が自分のもとに通っていた「中将」と同一人物らしいことに気づいた。しかし、以前の関係に戻るつもりはなく、できるだけ宮の目を避けようとした。

②　兵部卿の宮は、かつて按察使の君に対して身分を偽っていたが、侍従は、そのことを見抜いていた。そこで、按察使の君が宮と再会できるように、宮の妻である右大臣の姫君への出仕を勧めた。

③　右大臣の姫君は、按察使の君が兵部卿の宮の目を避けようとしていることに気づき、二人の関係を知りたいと思った。そこで按察使の君に和歌を書かせ、その筆跡を見せて宮の反応を確かめようとした。

④　按察使の君は、兵部卿の宮が自分のもとに通っていた「中将」と同一人物であることを、侍従から知らされた。そこで、右大臣の姫君の目を避けながら宮に自分の存在を知らせるため、和歌を詠んだ。

⑤　兵部卿の宮は、右大臣の姫君と結婚してからも姿を消した恋人を忘れてはいなかった。そんなとき、偶然目にした和歌の筆跡が恋人のものと似ていることに気づき、さりげなく筆跡の主を探り出そうとした。

⑥　右大臣の姫君は、新たに出仕してきた按察使の君を気に入り、身近に置くようになった。しかし、親しく接するうちに彼女が夫の兵部卿の宮と親密な間柄であったことを察し、不安な思いにかられた。

【解答三】　

問１　(20)④　(21)③　(22)②
問２　⑤
問３　①

問４　③
問５　④
問６　(27)(28)　①―⑤

【解説三】(配点 50)

古文　『EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps11 \o(\s\up 8(ひよう),兵)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps11 \o(\s\up 8(ぶ),部)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps11 \o(\s\up 8(きよう),卿)物語』

正解:
 ２０ 　①
 ２１ 　④
 ２２ 　⑤
 ２３ 　⑤
 ２４ 　③


 ２５ 　②
 ２６ 　④
 ２７ ・ ２８ 　③―②(順不同)

■出典解説
　作者未詳。南北朝時代から室町前期に成立したと見られる擬古物語。現存本は、近世になってからの写本のみである。

　帝の第二皇子である兵部卿の宮と按察使大納言の姫君(文中「按察使の君」)との結ばれぬ恋を描いた物語。『源氏物語』や『平家物語』などから強い影響を与えられているとされる。本編は物語の半ばの部分で、兵部卿の宮と恋愛関係であった主人公が悩んだあげくに宮の前から姿を消し、「按察使の君」と名乗って右大臣の姫君のもとに女房として仕える。一方で、宮は右大臣の姫君と結婚し、「按察使の君」は自分の元恋人が自分の主人である右大臣の姫君と結婚生活をしているところで一緒に生活することとなる。本文は、二人の親密な結婚生活を目の当たりにし、宮に自分の存在を気づかれまいとする苦悩と、他の侍女たちに知られまいとする苦労を描いている場面である。物語は、「按察使の君」の出家で終わる。

■内容解説
　全体が形式段落で五段に分かれている。内容的にも五つに分けられるので、段落に従って説明する。
　第一段…按察使の君(以下「君」)は自分が仕える右大臣の姫君(以下「姫君」)のところに通ってくる男を見かけ、それが以前の恋人であった兵部卿の宮(以下「宮」)ではないかと疑念を抱く。自分だけでは信じ切れず、自分の侍女である乳母の娘に尋ねると、侍女もそう思っていた。
　第二段…男が宮であると確信した君は見とがめられるのを恐れ、宮が通ってきたときは姿を隠そうとしたが、一方で、隠れようとする姿を見ている他の女房たちが不審に思うのも気になり、自分の運命の悲しさに涙を流す。
　第三段…宮が宮中に参内していたとき、姫君をはじめ女房たちがくつろいで、いろいろな遊びをしていた。姫君は菊の絵を描き、気に入らずに自ら花を墨で塗りつぶした。それを見た君がその絵の端に歌を書き添えたところ、姫君もそれを見てほほえんでくれた。
　第四段…そのとき突然、宮が帰ってきて、あわてて退席しようとする君を見てしまう。宮は君のことを思いだして恋しく思い、さらに、君が歌を書いた絵を見つけ、筆跡が君のものであることに気づく。
　第五段…宮は部屋の中の者に歌の筆跡が誰のものであるかを尋ねると、幼い童女が君の筆跡であることを教えてしまう。姫君は童女の様子を見て恥ずかしく思った。
■現代語訳
　このようにして過ぎていくうちに、兵部卿の宮(以下「宮」)のお気持ちが右大臣の姫君(以下「姫君」)に傾くことはないけれども、自然と慰められることもあったからだろうか、宮は昼などは折々においでになられて、碁を打ち、漢字を使った遊びなど、いろいろの御遊びをなさっていた。按察使の君(以下「君」)は宮のお姿をしみじみと見ると、あの夜ごとの月の光のもとで、はっきりと見たわけではないが、親しくしていた宮にそっくりだったので、「この世には、ここまで親しくしていた人に似ている人がいるだろうか」と思っているが、何回も見るうちに、お話になる声、様子、容姿、どれをとってもその宮と同じなので、あまりに自分一人で考えるのも不安で、侍女である乳母の娘にこのことをお話になってみると、侍女は「そのとおりです、私も大変不思議なことを見聞きしました。あのたびたびのお供としておつき申しあげている蔵人とかいった人も、ここにおいでになって、ことさら『宮の乳母の子どもだ』といったり、ここの人々も並ひととおりでなく思っている様子でした。昨日も宮中へ参内なさるということで、ご出発になられるのを見ますと、何度もお手紙を持って行き来している御随身も、『御EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(さき),前駆)追う』と忙しそうに先払いをする様子を拝見しましたが、あの中将は仮のお名前で、(本当は)宮でいらっしゃるのではないでしょうか」と言った。
　たいへん恥ずかしくて悲しくて、君は「そうであるならば(宮に)見つけられ申しあげられた時、どうしたらよいでしょう。(私が)はかなく亡くなってしまったとお聞きになり信じていらっしゃったのを、このような様子をお見せ申しあげるのは、たいへん恥ずかしいとお思いなるに違いない」と、今となっては(姿を見せるのも)心苦しいので、宮がいらっしゃる時は巧妙にそっとその場を退いて(宮には)お会い申しあげまいとなさるけれども、一方で「他の侍女たちは(姿を隠すのを)見とがめて不審に思うだろう」と、こちらの方も心配で、「どちらにしても心配は絶えない自分であることだ」と思うにつけ、昔と同じように、涙が自然とこぼれてきた。
　ある日の昼ごろ、たいへんひっそりとして、「宮も今朝から宮中にいらっしゃった」と、人々が、姫君の前でうちとけて、いろいろくつろいで、なごやかに遊んでいらっしゃった。姫君は横座りになって、お手習いをしたり、絵などを描きちらしていらっしゃって、君にも同じ紙に描かせなさった。さまざまの絵などをお描きになった中に、垣根と菊などをお描きになって、「これはたいへんできが良くない」といって、持ってこさせた筆で墨をたいへん濃くして塗りつぶしなさったので、君は、つややかに笑って、その絵の端に
　　初霜も降りないのに、どうして白菊は早くも色変わり

　　しているのだろうか
と、たいへん小さい字で和歌を書き付けましたのを、姫君はほほえんでご覧になった。
　ちょうどその時、宮が突然音もなくお入りになってきて、御硯などを隠すひまさえもなく、皆その場を退いたので、姫君もまぎれるように扇をとって端にお寄りになった。君は、ほかの人以上にたいへんびっくりして、御几帳の後ろからすべり出るのを、どうお思いになったことか、宮はちょっと目にとめなさって、あの後、はかなく亡くなったとお思いになっていた人のことを、ふとお思いだされ恋しくお思いなり、昔のことをあれこれ繰り返しお思いだしになりながら横座りなさって、御硯の開いているのを、引き寄せなさって、さきほどの手習いをしたもので、硯の下から出ているのを手にとってご覧になると、姫君はたいへん恥ずかしく思って顔を赤らめ、顔をそむけなさるご様子は、実に上品で輝くような美しさである。
　宮はじっとよくご覧になり、白菊の歌を書いた筆跡と、たった今思い出しなさった人が、(昔)「草の庵」と書き捨てた筆跡にまごうことなく同じなのを、じれったくお思いなって、「いろいろな筆跡があるなあ。誰のものだ」と、なんということもない様子でお尋ねなさったが、(姫君は)ちょっと横を向いていらっしゃったので、小さな童女で御前にお仕えしていた者に、「この絵は誰が書いたのだ。ありのままに言ったら、わたしもたいへん趣深く書いてみせるぞ」とごまかしげにおっしゃると、(童女は)「この菊は御前(姫君)がお書きになりました。『たいへんできが良くない』といって塗りつぶしなさったので、残念に思って、君が、この歌をお書き添えなさった」と申しあげたので、姫君は「(童女が)たいへん出過ぎたことを言って」と、恥ずかしくお思いになった。
■設問解説
問１　

(ア) 「おろかならず思ふさまなり」

「おろかならず」は普通ではない様子を示し、通常は良い意味で用いられる。どんな風に普通ではないのかは文脈から読みとる。問３、問４、問５でも言えることだが、語彙上からのみ答えを出すのではなく、最終的には文章構成上から、文脈に合うような解答を引き出すというのは、センター試験では絶対に身につけなければならない手法である。

この場合は、君の侍従が宮のことを言っている会話文の中で、『宮の御乳母子なり』という風に立派な身分であることを示す意味で「普通ではない」のである。①「賢明」の意味はない。③「いいかげん」のような悪い意味はない。②⑤は良い意味にも悪い意味にもとれるので正解とは言えない。したがって、正解は④。
(イ) 「いとよしよししくにほひやかなり」

基本単語の問題。「よしよししく」は風情がある様子。「にほひやか」は、においたつような美しさを示す。姫君のことを形容している部分であることも加えて考えると、④は適切でない。①「良い香り」があてはまらない。②「才気あふれ」、⑤「高貴な育ち」が、それぞれ単語の訳に当てはまらない。したがって、③が正解。
(ウ) 「うちそばみおはする」

「そばみ」は「側を見る」から、横を見るの意。この場合は、姫君が、遊んでいた様子を宮に知られたくないので、聞こえないふりをして横を向いている。したがって、正解は②。
問２　ａは連体形接続で「にや」と使われているので、断定の助動詞「なり」の連体形。ｂは形容動詞「しめやかなり」の連用形「しめやかに」の活用語尾。ｃ連用形接続で、過去の助動詞「き」の連体形「し」につながっているので、完了の助動詞「ぬ」の連用形。ｄは格助詞。したがって、正解は⑤。
問３ 「とてもかくても」の「とても」と「かくても」が指示する内容をそれぞれ文脈から読みとる。「さもあらば…」と「人もいかなることにか…」のふたつの括弧内の内容である。

②「右大臣の姫君の信頼を裏切らないように」が文中にはない。③「自分の苦悩を知ってほしい」とは思っていない。④宮と姫君の夫が同一人物であるかどうかを疑ってはいるが、この段階で「宮が身分を偽っている理由をつきとめたい」とまでは思っていない。⑤微妙な選択肢だが、侍従はすでに宮と自分の関係を知っているのだから、侍女に対して「不自然に思われないようにしなければならない」という感情を持つのは不自然。そう思うなら、「侍従にしかじかと語り」という行為をしない。よって誤り。正解は①。
問４　和歌の直訳ではなく、和歌の文中での働きを問うている。そうはいっても、②「うつる色」を「よそに移りたがっている」とするのは誤訳なので消える。歌をはさんだ前後の箇所に注目すると、君は「にほひやかにうち笑ひて」歌を書いているし、歌を見て姫君も「ほほ笑み」をしており、親密でおだやかな関係にあると言える。そのことから、①「冷やかして」と⑤「冗談半分に詠んだ」は考えにくい。さらに⑤は「容色の衰えはじめた女性を連想して」とある。冗談で主人である姫君に言える内容ではない。②「宮仕えで気苦労が絶えないことを姫君に打ち明けたく」が誤り。宮に見られまいとする気苦労はあるが、宮との関係を姫君に言う気はない。④白い菊を塗りつぶした理由は「これはいとわろしかし」であり、「工夫」ではない。したがって、③が正解。
問５　姫君が恥ずかしく思っているのは、童女が宮に自分たちの遊んでいた有様を話してしまったことを「差し過ぎた」行為と思っているから。対象が童女ではないので①②⑤は消える。また、①君が「宮に会うのを嫌がっている」ことを、姫君は気づいていないとしているのが事実と違う。②対象は童女だが、「進んで」話したのではなく、宮の誘導に乗ったのである。また、「教育が行き届かなかった」という記述はない。したがって、正解は④。
問６　本文との合致を調べる、間違い探しの消去法で解く問題。

②侍従が「宮の妻である右大臣の姫君への出仕を勧めた」は本文中にないし、侍従が宮のことを疑ってはいたが「侍従は、見抜いた」とまでは言えない。③姫君は、君が宮の目を避けようとしていたことに気づいていない。まして、「筆跡を見せて宮の反応を確かめよう」などとは思いもよらない。④君は、宮から見られまい、逃れようと思っていたので、「自分の存在を知らせる」行為をするはずがない。⑥和歌のやりとりを通じて「ほほ笑み」あっていた関係を考えると、「親密な関係であったことを察し、不安な思い」を姫君に抱くことは考えにくい。①「以前の関係に戻るつもりはなく」は本文で触れられていない内容。その面では疑わしいが、他の選択肢の合致していない部分の大きさから見ると、許容範囲である。したがって、正解は①と⑤。
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